
１２2025年（令和7年）2月5日（水曜日）（第三種郵便物認可） 【定価１カ月3,300円(本体3,056円、消費税244円)１部140円（税込み）】
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カナダでの研修成果を発表する影山さん（右）

と山口さん（別海高校提供）

ユーモラスな表情で会場

入りしたワッキーさん

標
津
町
の
冬
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
「
キ
ラ
リ
標
津
２
０
２
５
冬
ま
つ

り
」
の
ポ
ス
タ
ー
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【
標
津
】
厳
寒
期
の
冬
を
満
喫

す
る
冬
ま
つ
り
「
キ
ラ
リ
標
津
２

０
２
５
冬
ま
つ
り
」
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
８
日
午
前

時
〜

午
後
７
時
に
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
特
設
会
場
（
町
北
１
西
６
）
で

開
か
れ
る
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗

車
体
験
や
町
内
で
使
え
る
５
万
円

分
の
商
品
券
と
い
っ
た
豪
華
賞
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
、
特
賞
が
現

金
つ
か
み
取
り
の
ビ
ン
ゴ
大
会
、

夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
で
標
津
の
冬
を
盛

り
上
げ
る
。

　
町
内
で
は
標
津
市
街
地
と
川
北

地
区
と
で
交
互
に
冬
ま
つ
り
が
開

か
れ
て
い
る
。
当
日
は
午
前

時

か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
鮭さ

け

カ
ツ
、

鮭
節
ラ
ー
メ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
、

み
そ
お
で
ん
な
ど
を
販
売
す
る
模

擬
店
が
開
か
れ
る
ほ
か
、
的
当
て

（
午
後
１
時
）
、
ち
び
っ
子
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
同
２
時
）
、
ビ
ン
ゴ
大

会
（
同
３
時
）
、
「
二
人
羽
織
」

・
「
箱
の
中
身
は
な
ん
だ
ろ
な
」

（
同
４
時
）
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、

午
後
３
時

分
か
ら
は
地
元
出
身

の
タ
レ
ン
ト
「
さ
ち
ま
る
」
さ
ん

の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
を
予
定
し
て

お
り
、
会
場
内
に
は
毎
回
好
評
の

「
大
そ
り
山
」
も
設
置
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
同
５
時
か
ら
開
か
れ

る
目
玉
企
画
の
大
抽
選
会
へ
の
参

加
に
は
花
火
協
賛
券
（
１
枚
１
０

０
０
円
）
の
購
入
が
必
要
。
同
６
時

分
か
ら
は
花
火
大
会
を
行
う
。

　
篠
田
猛
実
行
委
員
長
（
町
商
工

会
青
年
部
長
）
は
「
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

多
く
の
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
町
商
工
会
０
１

５
３
（

）
２
３
３
３
へ
。

          
  

（
嶋
守
善
一
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
で
行
わ
れ
て
い
る
北
方
領
土
書
道
展
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が
ん
を
克
服
し
て
芸
能
界
に

復
帰
し
た
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
の
ワ
ッ
キ
ー
さ
ん

（

）
が
１
日
、
釧
路
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

「
中
咽
頭
が
ん
を
乗
り
越
え
て

再
び
ス
テ
ー
ジ
へ
」
と
題
し
て

講
演
。
つ
ら
い
闘
病
生
活
を
乗

り
越
え
て
強
い
意
識
を
持
っ
て

生
き
抜
く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
医
療

福
祉
介
護
協
会
（
山
田
勝
雄
理

事
長
）
が
主
催
し
た
。

　
ワ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
、
両
親
の

ふ
る
さ
と
釧
路
で
中
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
た
経
歴
の
持
ち
主

で
、
お
笑
い
芸
人
ら
し
く
笑
顔

で
「
た
だ
い
ま
」
と
声
を
上
げ

な
が
ら
会
場
入
り
し
、
「
こ
の

ま
ち
で
初
恋
を
し
ま
し
た
」
と

会
場
の
笑
い
を
取
っ
た
。
そ
の

後
、
２
０
２
０
年
に
が
ん
の
告

知
を
受
け
て
か
ら
抗
が
ん
剤
治

療
と
の
闘
い
の
日
々
を
語
っ

た
。
こ
の
中
で
「
あ
る
日
突
然

カ
ッ
プ
麺
の
味
覚
が
な
く
な
っ

た
。
抗
が
ん
剤
治
療
の
２
回
目

か
ら
か
な
り
き
つ
く
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
３
回
目
で
は
つ
ら

く
て
眠
れ
な
く
な
っ
た
」
と
病

状
の
変
化
を
説
明
。
そ
れ
で
も

同
じ
芸
能
仲
間
の
励
ま
し
や
友

人
だ
っ
た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
動
画
を
見

て
、
生
き
る
勇
気
が
湧
い
て
き

た
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
お
笑
い
の
舞
台
で

目
の
前
に
い
る
お
客
さ
ん
を
笑

わ
せ
た
い
、
大
爆
笑
を
取
る
と

い
う
新
た
な
目
標
を
持
っ
て
病

気
と
対た

い

峙じ

。
同
じ
病
棟
で
治
療

を
受
け
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
好
き

の

歳
の
青
年
が
亡
く
な
っ
た

と
い
う
つ
ら
い
報
告
を
受
け
た

後
に
は
、
「
自
分
が
ち
ょ
っ
と

声
が
出
な
い
く
ら
い
で
ど
う
す

る
。
こ
れ
じ
ゃ
い
か
ん
」
と
青

年
の
死
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
、
再
び
お
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ

に
復
帰
す
る
努
力
を
重
ね
た
と

し
、
目
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
涙
を

手
で
拭
い
な
が
ら
熱
っ
ぽ
く
語

り
続
け
た
。

　
「
人
間
の
体
は
強
く
、
不
思
議

な
力
が
あ
る
。
強
い
意
志
を
持

て
ば
体
は
治
そ
う
と
働
い
て
く

れ
る
。
工
夫
を
す
れ
ば
絶
対
に

自
分
の
体
は
応
え
て
く
れ
る
」

と
闘
病
生
活
の
中
で
感
じ
取
っ

た
持
論
を
展
開
。「
自
分
の
体
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
発

散
の
方
法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
た
。
（
伊
東
義
晃
）

　
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
釧
路
地
方
支
部
主
催
の
「
第

回
北
方
領
土
の
日
啓
発
書
道
展
」
が
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
て
い
る
。
北
方
領
土
の
歴
史
や
返
還
運
動
、
島

民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
写
真
で
紹
介
し
た
「
北
方
領
土
パ
ネ
ル

展
」
も
同
時
開
催
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
美
香
）

　
同
展
は
２
月
７
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
啓
発
す
る
と
と

も
に
、
次
世
代
を
担
う
児
童
に

北
方
領
土
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
て
も
ら
い
、
意
識
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
っ

て
い
る
。
「
友
好
」
や
「
平
和

の
日
」
な
ど
、
北
方
領
土
に
ち

な
ん
だ
テ
ー
マ
を
各
学
年
ご
と

に
設
定
。
今
年
度
は
釧
路
管
内

の
小
学
校

校
か
ら
１
２
９
点

が
寄
せ
ら
れ
、
領
土
返
還
の
思

い
を
込
め
て
力
強
く
書
い
た
作

品
が
並
ぶ
。

　
１
月
に
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
実

施
し
た
が
、
４
〜

日
ま
で
は

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
市

民
自
由
広
場
で
は
展
示
し
て
い

る
。
同
支
部
は
「
『
後
継
者
育

成
対
策
推
進
』
を
大
き
な
柱
と

し
て
い
る
。
こ
の
書
道
展
を
通

し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

　
▽
北
海
道
釧
路
総
合
振
興
局
長

賞
（
最
優
秀
賞
）
　
大
谷
結
乃
（
愛

国
小
６
年
）
▽
北
海
道
教
育
庁
釧

路
教
育
局
長
賞
　
佐
々
木
椿
紗

（
道
教
育
大
附
属
釧
路
義
務
教
育

学
校
前
期
課
程
５
年
）
▽
釧
路
市

長
賞
（
優
秀
賞
）
　
小
松
え
み
る

（
清
明
小
４
年
）
、
石
川
叶
衣
（
湖

畔
小
３
年
）
▽
釧
路
青
年
会
議
所

理
事
長
賞  

新
井
田
楓
菜
（
昭
和

小
３
年
）
、
石
川
舞
衣
（
湖
畔
小

４
年
）
▽
北
方
領
土
復
帰
期
成
同

盟
釧
路
地
方
支
部
長
賞
　
佐
藤
楓

花
（
富
原
小
３
年
）
、
三
宅
美
沙

希
（
釧
路
小
４
年
）
▽
釧
路
市
教

育
委
員
会
教
育
長
賞
　
村
上
蘭

（
鳥
取
小
５
年
）
▽
釧
路
商
工
会

議
所
会
頭
賞
　
村
上
凛
（
鳥
取
小

５
年
）
、
加
藤
凌
聖
（
道
教
育
大

附
属
釧
路
義
務
教
育
学
校
前
期
課

程
６
年
）
▽
千
島
歯
舞
諸
島
居
住

者
連
盟
釧
路
支
部
長
賞
　
棚
野
凪

彩
（
道
教
育
大
附
属
釧
路
義
務
教

育
学
校
前
期
課
程
５
年
）
、
岡
本

海
翔
（
青
葉
小
６
年
）
▽
釧
路
市

議
会
議
長
賞
　
中
村
結
奏
（
鳥
取

西
小
６
年
）

　
【
別
海
】
別
海
高
校
（
織
井

恒
校
長
、
生
徒
数
２
３
４
人
）

は
１
月

日
、
同
校
で
２
０
２

４
年
度
海
外
視
察
研
修
報
告
会

を
開
い
た
。
こ
の
日
は
、
研
修

に
参
加
し
た
生
徒
が
日
本
の
酪

農
と
の
違
い
な
ど
現
地
で
学
ん

だ
研
修
成
果
に
つ
い
て
発
表
し

た
。

　
同
校
酪
農
経
営
科
と
農
業
特

別
専
攻
科
は
町
や
農
業
関
係
機

関
の
支
援
で
毎
年
、
海
外
で
の

視
察
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
報

告
会
に
は
生
徒
や
教
員
、
保
護

者
、
酪
農
後
継
者
を
育
て
る
会

の
会
員
ら
約

人
が
参
加
し

た
。

　
報
告
会
で
は
、
昨
年

月
の

カ
ナ
ダ
研
修
に
参
加
し
た
酪
農

経
営
科
３
年
の
影
山
航
大
さ
ん

（

）
と
山
口
峻
平
さ
ん
（

）

が
登
壇
。
同
国
で
は
吹
き
抜
け

で
、
牛
が
自
由
に
歩
き
回
れ
る

ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
牛
舎
が
主
流
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
の
牛
舎
と
規
模
や

構
造
が
異
な
る
こ
と
を
説
明
。

「
牛
体
の
大
き
さ
や
育
成
過

程
で
の
牛
床
、
敷
料
の
違
い
か

ら
酪
農
に
か
け
る
情
熱
と
こ

だ
わ
り
を
感
じ
た
」
と
発
表
し

た
。

　
ま
た
、
農
業
特
別
専
攻
科
の

学
生
２
人
も

〜

月
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
研
修
成
果

を
報
告
し
た
。

　
影
山
さ
ん
は
「
緊
張
す
る
こ

と
な
く
自
信
を
持
っ
て
発
表
で

き
た
」
、
山
口
さ
ん
は
「
自
分

た
ち
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
伝

え
ら
れ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔

を
見
せ
た
。
発
表
を
聞
い
た
酪

農
経
営
科
２
年
の
木
村
滉
起
さ

ん
（

）
は
「
来
年
、
海
外
研

修
に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
今
回
の
発
表
を
参
考
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　        

（
嶋
守
善
一
）


